

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第131号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第131号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2023.12.1発刊の第131号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	
第１３１号の目次

１．活動組織の活動紹介
☆柴橋 (しばはし)環境保全会（胎内 (たいない)市広域協定）（新潟県胎内 (たいない)市）☆
同市内の大学の学生も草刈りや生き物調査などに参加しています！また、LINE公式アカウントを作成し、大学生をはじめとする若者が活動に参加しやすいようにしています！
☆小田川 (こたがわ)地域農村資源・環境保全推進委員会（山梨県韮崎 (にらさき)市）☆
ホタルの保全活動にも力を入れて農村風景を伝承したり、組織内や他地区と合同で水路補修の実技研修を開催し、水路の補修などを全て直営施工で行っています！
　
２．代表者等へのインタビュー
☆桑折町 (こおりまち)多面的機能支払交付金広域協定運営委員会（福島県桑折町 (こおりまち)）☆
広域化した組織に、広域化したきっかけ、特に力を入れて取り組んでいること、代表として心掛けていることなどを聞きました！

３.活動組織の広報誌紹介
☆紫波町 (しわちょう)水分上 (みずわけかみ)地区環境保全活動組織（岩手県紫波郡 (しわぐん)紫波町 (しわちょう)）☆
５つの集落の事務局が協力して広報誌を作成し、水質保全の大切さや田んぼダムについて周知しています！

４.兵庫県加古川 (かこがわ)市で「草刈りフェス2023」が行われました！

【編集後記】　

以　　上






